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薭

米
議
会
下
院
は

日
、
大

手
金
融
機
関
の
破
綻
（
は
た

ん
）
処
理
制
度
の
導
入
や
中

央
銀
行
で
あ
る
連
邦
準
備
制

度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
・
財

務
省
等
に
よ
る
監
督
協
議
会

の
創
設
、
消
費
者
保
護
の
た

め
の
監
督
当
局
の
設
置
と
い

っ
た
内
容
を
含
む
法
案
を
可

決
し
た
。
昨
秋
以
降
の
議
論

を
踏
ま
え
金
融
監
督
制
度
を

包
括
的
に
改
革
し
よ
う
と
し

た
も
の
だ
が
、
今
後
上
院
で

の
審
議
も
あ
り
、
最
終
決
着

は
ま
だ
先
に
な
る
見
通
し
で

あ
る
。

こ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
項

目
と
し
て
、
大
手
金
融
機
関

の
監
視
を
強
化
し
、
破
綻
処

理
の
コ
ス
ト
も
負
担
さ
せ

る
、
と
い

う
も
の
が

あ
る
。
こ

れ
は
、
昨

秋
来
の
経

験
か
ら
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の

安
定
性
の
観
点
か
ら
は
規
模

の
大
き
な
金
融
機
関
を
破
綻

さ
せ
る
の
は
危
険
す
ぎ
る
、

と
い
う
認
識
が
Ｇ

で
共
有

さ
れ
る
一
方
、
当
局
は
そ
う

し
た
金
融
機
関
を
つ
ぶ
せ
な

い
（
ト
ゥ
ー
・
ビ
ッ
グ
・
ト

ゥ
ー
・
フ
ェ
イ
ル
）
と
市
場

が
認
識
す
る
と
、
金
融
機
関

の
多
く
が
合
併
・
大
規
模
化

を
志
向
し
、
合
併
に
取
り
残

さ
れ
た
金
融
機
関
は
経
営
上

の
不
安
を
抱
え
る
と
い
っ
た

形
で
、
か
え
っ
て
金
融
シ
ス

テ
ム
全
体
の
健
全
性
を
損
な

う
の
で
は
な
い
か
、
と
の
懸

念
が
あ
っ
た
こ
と
が
背
景
に

あ
る
。

こ
の
ジ
レ
ン
マ
の
解
決
策

を
巡
っ
て
は
黬｢
規
模
の
大
き

な
金
融
機
関
は
分
割
す
べ
き

だ
｣(
キ
ン
グ
・
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
銀
行
総
裁
）
黬｢
投
資
銀
行

と
商
業
銀
行
を
分
割
す
べ
き

だ
」
（
ボ
ル
カ
ー
元
Ｆ
Ｒ
Ｂ

議
長
）
と
い
っ
た
主
張
と
、

「
分
割
は
問
題
の
解
決
に
な

ら
な
い
」
（
バ
ー
ナ
ン
キ
Ｆ

Ｒ
Ｂ
議
長
）
と
い
っ
た
主
張

が
対
立
し
て
き
た
。
今
回
米

下
院
は
、こ
の
問
題
に
対
し
、

大
型
金
融
機
関
の
分
割
に
は

踏
み
込
ま
な
い
が
、
応
分
の

コ
ス
ト
を
負
っ
て
も
ら
い
つ

つ
監
視
を
強
化
す
る
、
と
い

う
線
で
一
応
の
結
論
を
出
し

た
形
だ
。
わ
が
国
を
は
じ
め

多
く
の
国
で
、
金
融
シ
ス
テ

ム
の
安
定
性
確
保
は
重
要
な

課
題
で
、
今
回
の
下
院
の
結

論
は
、
そ
う
し
た
議
論
に
一

石
を
投
じ
た
、
と
い
え
よ
う
。
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